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新型銀行窓口端末『ＳＭＢＣステーション』の開発について 
 
株式会社三井住友銀行（頭取：國部 毅、以下「三井住友銀行」）、パナソニック株式会社（代表取

締役社長：津賀 一宏、以下「パナソニック」）、日本電気株式会社（代表取締役 執行役員社長：遠

藤 信博、以下「ＮＥＣ」）、株式会社日立製作所（代表執行役 執行役社長兼ＣＯＯ：東原 敏昭、以

下「日立」）は、三井住友銀行の営業店窓口における一層の顧客サービスの向上と事務処理の簡素化

を図るため、窓口でお客さまが直接操作することができるタブレット型の新しい端末『ＳＭＢＣス

テーション』（以下、「新端末」）を開発しました。新端末については、年内に試行を開始した上で、

順次、三井住友銀行の国内本支店約４６０店に約３，７００台を導入してまいります。 
 
１．４社による新端末の共同開発 

今般、新端末の開発に当たっては、三井住友銀行、及び、金融機関向け大規模主要システムの構

築に数多くの実績を持つＮＥＣ、軽量かつ高機能で耐久性の高いタブレット型パーソナルコンピュ

ータの製造技術を持つパナソニック、高速性と安全性を兼ね備えた指静脈認証の独自技術を持つ日

立の計４社がコラボレーションし、共同開発いたしました。 
 

２．高品質の窓口サービスの提供 

平成２１年６月に三井住友銀行の全店への導入を完了した行員専用営業店端末ＣＵＴＥと連動す

る新端末の導入により、窓口では、以下のような、より利便性が高くわかりやすいサービスの提供

が可能となります。 
・ 平置きも可能な視野角の広い（１７６度）２０型４Ｋ高精細液晶を搭載したタブレットにより、

預金や投資信託などの商品内容や、為替チャートなどのマーケット情報、公的年金などのマネ

ーシミュレーションといったコンテンツをお客さまによりわかりやすく説明可能 
・ 少ないタッチ操作と指静脈認証により、これまでの窓口端末の機能に加え、より簡単に「記入

レス・印鑑レス」で外貨預金等の購入や住所変更等の各種諸届のお手続きを受付・完結可能 
 
４社は、今後も共同で新端末を活用したサービスの開発を行い、より一層、お客さまの利便性を

向上させるよう、業界に先駆けて取り組んでまいります。 
 

以  上 



『ＳＭＢＣステーション』の概要 

 

（１）新端末の名称 『ＳＭＢＣステーション』 
（２）導入拠点  国内本支店 約４６０店 
（３）台数       約３，７００台 
 

【ＳＭＢＣステーション店頭イメージ】 
＜相談ブース＞               ＜ローカウンター＞ 

  
 

＜トップ画面イメージ＞ 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 


